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市民向け啓蒙活動 「おくすりカフェ」 の第二回目の実施 
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１．はじめに 

昨年度に引き続き、おくすりカフェを実行

した。今回は、昨年度の結果を踏まえ、下

記の点を新たに導入し改良を盛り込んだ。

１）昨年度は会場からの質疑、それに対す

る応答が時間制限のため短かったので今回

はそれを可能にするため開会時間を 30 分

間延長し 2 時間とした。２）本アクティビ

ティをより広く薬剤師会関連にも周知させ

るため、第 52 回東海薬剤師学術大会（三重、

四日市）に活動内容を発表した。３）外部

講師を招へいし、より幅広い「くすりと健

康」についての活動を行った。４）昨年度

は年度末（2 月~3 月）に行ったため予算執

行に支障がでた。今回はより早い時期（10

月~12 月初旬）に行う、などに改良を加え

た。

2. 結果および考察

今回は、上記の改良点を考慮して、2019 年

10 月~12 月初旬にかけて計 4 回開催した。

（図１）市民参加のしやすい時間帯、場所

を考慮して土曜日の午後 2 時~4 時、JR 鶴

舞駅至近の中部大学名古屋キャンパス講義

室にて開催した。開催通知（図１）は学内

のホームページにも掲載した。「何を見て参

加したか」というアンケートを参加者 7 人

に実施したところ、ホームページを見ての

参加者は、2 人であり、効果はあると感じ 

た。 

図１おくすりカフェのプログラムパンフレ

ット。中部大学ホームページに掲載 
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知り合いから誘われた、が 3 名、その他

が 2 名であった。遠方の豊橋からの継続参

加者もあり、質疑に対して積極的な参加者

が多かった。内容は、2019年 10月 26日（土）

では、おくすり手帳と災害時の備え、こん

な時こんなおくすり、質疑応答；11 月 16

日（土）では、後発医薬品について、イン

フルエンザ、インフルエンザワクチン、世

界流行；11 月 30 日（土）では、セルフメ

ディケーション税制、高血圧、高脂血症、

質疑応答；12 月 7 日（土）では、在宅医療

とは、糖尿病、アレルギー、質疑応答とい

うプログラムで行った。

 今回は、質疑応答の時間を少なくとも 30

分間設け、開催時間を 2 時間とし、日ごろ

気にかかっているお薬についての質問にお

答えした。質問は多岐にわたり、非常に熱

心であった。今回の参加者は、５０才以上

の方々であったが、わざわざ会場まで足を

運んでくださることに敬意の念を強くして

いる。 

 今回、開催の季節がらインフルエンザの

特別セミナーも盛り込んだ。特別講師とし

て、デンカ生研株部長であり、本学部客員

教授でもある酒井伸夫博士（薬学）にも無

報酬で講演をいただき、大変好評であった。

特にインフルエンザワクチンについて、そ

の効果、接種の時期、製造法、ワクチン株

の決め方など、一般市民にとって有益な情

報が提供され、有意義であった （図２）。 

 今回、地域薬剤師会にも本活動を紹介で

きればという考えで、本活動を支援してく

ださる株アマノ医療本部、調剤部・薬剤師

であり、名古屋西薬剤師会会長を歴任され

た伊藤公一氏のグループは、第 52 回東海薬

剤師学術大会（三重、四日市）でのポスタ

ー発表を行った 1)。タイトルは【市民向け

啓蒙活動「おくすりカフェ」の当薬局の協

力的取り組みについて】である。伊藤氏の

グループは、全てのおくすりカフェ開催時

の最初の 30 分間で、お薬に関する様々なト

ピックス、例えば、おくすり手帳の活用、

災害時の備え、在宅医療、後発医薬品、セ

ルフメディケーションなど、身近なお薬に

関する情報を提供下さり、大変好評であっ

た（図２）。上記、学術大会でも、おくすり

カフェのような啓蒙活動を小グループで継

続することで、地域市民のセルフメディケ

ーションの推進となることは間違いなく、

薬局の現場で活躍する薬剤師のモチベーシ

ョン向上にもなると確信したと述べている。 

 このように、本おくすりカフェは、一般

市民への啓蒙、健康志向への導入のみなら

ず、地域薬剤師の役割の向上にも今後さら

に役立っていくことが期待される。 

今後は、広報、メディアなどを通じてよ

り広く一般市民へ通知し、この活動を広げ

ていく。一般市民のおくすりと健康に対す

る関心は非常に高い。今後、医療関連機関

とも連携し、お薬と健康に関する啓蒙活動
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を広げていくことが望まれる。 

図２おくすりカフェ会場風景 
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